
県・県警察・特定非営利活動法人神奈川被害者支援センターの三者が連携し、犯罪被害者等の方々に支

援を行う「かながわ犯罪被害者サポートステーション」が本年６月 1 日に開設１周年を迎えるにあたり記

念イベントを行うこととしました。

犯罪被害者の方々やそのご家族の置かれている現状に触れ、私達一人ひとりに何ができるかを考えてみ

ませんか。

後援：横浜弁護士会 神奈川県臨床心理士会 横浜地方裁判所 横浜地方検察庁 横浜保護観察所 日本司法支援センター神奈川地方事務所

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会 神奈川県教育委員会 横浜市 横浜市教育委員会 神奈川県私立中学高等学校協会 NHK横浜放送局 ｔｖｋ

FM ヨコハマ 日本経済新聞社横浜支局 朝日新聞横浜総局 産経新聞社横浜総局 読売新聞東京本社横浜支局 神奈川新聞社 共同通信社横浜支局

主催：神奈川県 神奈川県警察 特定非営利活動法人神奈川被害者支援センター

｢かながわ犯罪被害者サポートステーショ

ン｣は、本年６月１日に開設１周年を迎えま

す。

昨年６月に、神奈川県犯罪被害者等支

援条例に基づき開設されて以来、全国で初めて「県」「県警察」

「NPO 法人神奈川被害者支援センター」の３者が一体となり、

犯罪被害者等への総合的支援を積極的に展開してきました。

このたび、命の尊さを訴え、犯罪のない社会を創造し、未来

の命を守る「生命のメッセージ展」および犯罪被害者の方々に

よる講演などを１周年記念事業として行うこととしました。

ぜひ、多くの皆様にお越しいただき、犯罪被害者やそのご家

族の置かれている現状をご理解いただくとともに、温かく支え

合う地域社会づくりに向け、私たち一人ひとりがそれぞれの立

場で何ができるかを、一緒に考えていただければと思います。

そして、これを契機に、この神奈川の地から全国に支援の輪

が広がることを願っております。

ごあいさつ 神奈川県知事 松沢 成文

～横浜地区講演会～



「被害者・遺族になるということ･･･私たちの場合」 講師 ： 鴻巣 たか子氏
平成 14 年５月、無免許・無保険車による交通事故でご長男を喪う。

被害経験から被害者支援の重要性を認識。その後、被害者支援には、福祉・保健・医療の連携が必要不可欠であるとの考

えの下、神奈川県立保健福祉大学にて社会福祉(ソーシャルワーク）、常磐大学大学院において被害者学を学ぶ。

「交通事故の遺族となって初めてわかること」 講師 ： 高森 節子氏
お父様を交通事故で亡くされ、ご自身も自転車同士の交通事故で大怪我を負い、被害者としての苦しみを味わう。

お父様の死とご自身の大怪我を通し、犯罪被害者の置かれている立場や理不尽な思いを知り、平成 21 年２月から直接支

援員となるとともに、自助グループ「ジュピター」家族会代表となり活動をしている。

「犯罪被害者等の支援について」 講師 : 舩越 融氏

特定非営利活動法人神奈川被害者支援センター専務理事。同センター所長。

犯罪被害者等の方々が抱える悩みが少しでも軽減されるようにとの思いで、神奈川県・神奈川県警察・横浜弁護士会を始

めとする関係機関・団体と連携しながら支援を行っている。

サポートステーション活動紹介 １階１０２会議室

県、県警察、特定非営利活動法人神奈川支援センタ

ーの施策、事業を紹介するパネルやポスターを展示し、

関係機関のリーフレットを配布します。

生命のメッセージ展

●犯罪被害者の等身大パネルによるアート展 1 階展示場

5/31～6/2 9 時～21 時

※5/31 は 10 時 30 分から ※6/2 は 18 時まで

●映画「0(ゼロ)からの風」上映 2 階ホール

交通事故被害者遺族を主人公とした映画の上映と映画のモデルとな

った鈴木共子氏の講演 5/31､6/2 18 時～20 時 30 分

募金コーナー 会場内にて

犯罪被害者等支援のため、皆さまの温かい気持ちを

よろしくお願いいたします。

□５/31 13 時 30 分～14 時１5 分

□６/1 13 時 30 分～14 時１5 分

□6/2 13 時 30 分～14 時１5 分

かながわ犯罪被害者サポートステーション 相談専用電話 ０４５(３１１)４７２７

県、県警察、特定非営利活動法人神奈川被害者支援センターが三位一体となり、犯罪被害者等の方々

やその家族に総合的な支援を行っています。

会場 かながわ県民センター

横浜市神奈川区鶴屋町２―24－２

横浜駅西口徒歩 5 分

◇所在地◇かながわ県民センター１４階

◇電話相談、面接相談◇月～土 ９時～１７時 ※面接相談は予約制


